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研究成果の概要（和文）：ハイリスク出生コホート研究において1歳での卵白感作に関わる因子として母乳栄養
（OR:2.64, 95%CI: 1.45-4.81）がリスクであることが分かった。この結果より卵白感作には母乳中の免疫成分
やマイクロRNAが関わっている可能性が示唆された。
そこで我々は出生コホート研究の母乳サンプルを用いてマイクロRNA（遺伝子を制御するRNA）発現を解析したと
ころ、hsa-miR-342-5pがAD群で非AD群と比べて有意に低かった。このhsa-miR-342-5pはアレルギー疾患に関わる
経路に関わっていることが知られており、このマイクロRNAがアレルギー疾患発症に関わっている可能性が示唆
された。

研究成果の概要（英文）：In a high-risk birth cohort study, breastfeeding (OR: 2.64, 95% CI: 1.45-4.
81) was found to be a risk factor for egg white sensitization at one year of age. These results 
suggest that immune substances and microRNAs in breast milk may be involved in egg white 
sensitization.
Therefore, we analyzed miRNA expression in breast milk samples from five atopic dermatitis (AD) 
subjects and five non-AD subjects, and found that hsa-miR-342-5p was significantly lower in the AD 
group than in the non-AD group. In silico analysis showed that hsa-miR-342-5p was involved in VEGF, 
TGFb signaling and may be involved in the development of allergic diseases.

研究分野： 小児免疫アレルギー

キーワード： 母乳　microRNA　アトピー性皮膚炎　食物アレルギー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アトピー性皮膚炎含むアレルギー疾患は有病率も高く、QOLを著しく低下させるためその予防や病態解明は社会
的意義が高い。また、離乳食が始まる前の新生児期から乳児期は母乳もしくは人工乳が唯一の栄養であり児に与
える影響は大きい。母乳栄養が卵白感作のリスク因子となることが我々の独立した２つの出生コホート研究から
分かっており、アレルギー疾患発症にも母乳成分が関与している可能性が示唆された。今回は母乳中のmiRNAに
着目して研究を行い、母乳中のある特定のmiRNAがアトピー性皮膚炎発症した児において低値であることが判明
したことで今後さらに母乳中成分の関わりが着目される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

アトピー性皮膚炎は乳児期から発症し、その後の食物アレルギー、気管支喘息、アレ

ルギー性鼻炎が発症してくるアレルギーマーチに関わっている。アトピー性皮膚炎は

様々な環境因子、遺伝子因子からなる多因子疾患であり、乳児アトピー性皮膚炎発症の

メカニズムはまだ完全には解明されていない。 

microRNA(miRNA)は遺伝子制御に関わる 19～25塩基の non coding RNAであり、アレル

ギー性炎症にも関わっていることが多く報告されている。 

また、母乳中には miRNAが豊富に存在していることが分かっている(Qi Zhou et al. 

Int. J. Biol. Sci. 2012)。さらに、母乳中の miRNAは乳児の消化管中においても分解

されずに安定に存在しており、乳児の消化管から吸収されて様々な組織に働くと考えら

れている(Liao Y et al. Mol Nutr Food Res. 2017)。しかしながら、母乳中の miRNA

がアトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患に関わっているかという報告はない。また、

乳児期の主な栄養源は母乳であり、母乳が乳児の免疫系に関わる影響は大きいと考えら

れる。母乳中に豊富に存在する miRNAが乳児の消化管を通して乳児に影響することから

乳児期のアレルギー性疾患発症に関わっているかことが予測されるが明らかにされて

いない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は乳児期発症のアトピー性皮膚炎に関わる母乳中の miRNA を解析するこ

とにより乳児アトピー性皮膚炎の発症機序を解明することにある。 

 

３．研究の方法 

当研究室で行っているハイリスク出生コホート研究（CHIBA Study）を用いてアレルギー

疾患のリスク因子の解析を行う。この出生コホート研究において採取した母乳サンプルを

用いてマイクロ RNA（遺伝子を制御する RNA）発現を解析して、アレルギー疾患の発症に

関わるマイクロ RNAを同定することによって病態解析につなげる。 

 
４．研究成果 

ハイリスク出生コホート研究（CHIBA study）において 1歳での卵白感作に関わる因子と

して従来から言われている乳児湿疹、アレルギー疾患の家族歴、男児以外に母乳栄養

（OR:2.64, 95%CI: 1.45-4.81）がリスクであることが分かった。また、別の独立した出生コ

ホート研究（Katsushika 

study）においても同様に

母乳栄養が卵白感作のリ
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明している。この結果より

卵白感作には母乳中の免

疫成分やマイクロ RNA が

関わっている可能性が示

唆された。 

                                       

              

                     乳児湿疹

                  母乳栄養

                 男児

                 母 のアレルギー疾患  

                  
             

     

     



CHIBA studyの母乳サンプルを用いてマイクロ RNA（遺伝子を制御する RNA）発現を解

析したところ、hsa-miR-342-5pを含む複数のmiRNAが AD群で非 AD群と比べて有意に

低かった。この hsa-miR-342-5pはアレルギー疾患に関わる経路に関わっていることが知ら

れており、このマイクロ RNA がアレルギー疾患発症に関わっている可能性が示唆された。 
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